
看護の現状と課題

東海⼤学 医学部 看護学科 真下綾⼦



多くの看護師が医療機関に所属・・
医療需要に対応することが必要



認知症高齢者の増加
医療機関・介護施設・地域での対応が必須

医療機関から在宅へ退院できない現状
地域連携室（看護師）で対応
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認知症を患い、複数疾患を抱えた高齢者の増加に
伴い急性期～回復～生活期を看護職が支える



ICT、ビックデータへの期待
（医学・医療のみならず看護にも活用・期待!）





医療機関～福祉施設～在宅（訪問看護ステーション）をつなぐための
情報ネットワークが不足 患者情報が不十分

訪問看護・訪問医療・訪問リハ・デイサービス



課題．認知症高齢者の増加に伴うマンパワー
不足・看護ケア・記録時間の確保

方向性：◆タスクシフト・多職種連携

クラーク科の立ち上げ・看護クラーク

(事務職）

訪問看護リハビリステーションアオアクア

（東京都）

◆記録の短時間化

音声入力で時間短縮残業を減らそう



聖マリアンナ医科大学病院
音声入力で記録時間を短縮

• https://www.youtube.com/watch?v=Usn_EJY9
pYk



◆ AI/ ICTの積極的活用

◆NTT 東⽇本関東病院（東京都）
• RPA（ロボットによる業務⾃動化）導⼊による
看護管理業務の効率化
ロボットによる業務⾃動化の取り組みを表す
「デジタルレイバー（Digital Labor）」
「仮想知的労働者」

・転倒転落における事故分析AIを活⽤し
新たな転倒転落アセスメント指標を確⽴



聖マリアンナ医科大学病院
ロボットの活用

•聖マリアンナ医科⼤学病院で、⾃律⾛⾏型デリ
バリーロボット「Relay」による検体・薬剤搬
送の実証実験を実施
〜医療従事者の負担軽減・業務効率化を図り、
働き⽅改⾰を促進〜

聖マリアンナ医科⼤学病院で、⾃律⾛⾏型デリバリーロボット
「Relay」による検体・薬剤搬送の実証実験を実施

〜医療従事者の負担軽減・業務効率化を図り、働き⽅改⾰を促進〜



看護界における課題
AI ICT ロボテック等で

解決の⼀翼を担うことを期待


